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第２学年 道徳学習指導案

：平成１９年１１月７日（水）第５校時日 時

：久慈市立山形中学校 ２年Ａ組学 級

（男子１１名 女子１１名 計２２名）

：２年教室場 所

：教諭 中軽米 央 子授業者

法やきまりの遵守〈４－（２ 〉１ 主題名 ）

『錆びた自転車 （自作資料）２ 資料名 』
さ

３ 主題設定の理由
（１）価値について
社会生活に秩序を与えるために法やきまりは必要であるが，それを守ることは，どちらかと

いうと「自分よりも他人の権利を尊重する」というイメージが強い。しかし，社会を形成する
一人一人の遵法によって自分自身の自由や権利が守られ，安らかな生活が保障されている。利
己的な考えが強くなってきている中学生には，まずそのことを自覚させたい。
現在の日本には「宗教心」や「絶対的な精神のよりどころ」といったいわゆる「絶対価値」

が殆ど存在しない 「何かに畏れて法やきまりを守る」という心のブレーキとなるヌミノース。
おそ

的概念（魂が打ち震えるような畏れの感情）は希薄な状態といえよう。そのため遵法は「自尊
心，正義感，羞恥心…等」といった，あくまで個人の心の育ちに依るところが大きい。そのよ
うな社会背景で中学生に積極的な規範意識や遵法精神を育てるために，人は「法やきまり」を
破る心の弱さをもっていることに気づかせた上で「人としてどうあるべきか」という誇り高い
生き方を追求する心情につなげて指導していかなければならないと考える。

（２）生徒の実態
何事に対しても，未だ深くはないが素直に見つめる目を持つ生徒たちである。しかし，感情

表現が非常に不器用で，思いが伝わらずに葛藤し衝突する場面も見られる。
価値に関しては，自分で納得して行動し自らを評価したいという自我が強いためか 「きま，

りを守ったことへの賞賛」を拒否する傾向が強い。逆に，納得すれば自発的に動く。それ故に
納得しているきまりを何らかの理由で破ってしまうと，強い自責の念に駆られる様子を見せる
が，その反省を言動で表現することができない。自分の弱さや甘さと向き合わず，過ちを誤魔
化そうとする傾向が見られる。
道徳の時間では，主人公に感情移入するとまるで自分のことのように一喜一憂する表情を見

せるが，その思いを言葉で表現する力は乏しい。その反作用として，価値レベルの高い発言や
自分たちの考えを代弁するような発言が出ると，自分の思いと照らし合わせながら素直に傾聴
する。このような実態から，蕩々と思いを語らせるより，端的な表現でも良いのでなるべく多
くの生徒に発言させ，その思いの理由を教師が手助けしながら引き出す展開を心がけてきた。

４ 自作資料「錆びた自転車」を用いた授業の構想について
さ

「 」 、中学２年生の生徒であれば きまりは守るべきものである という言葉は容易に出てくるが
遵法の根拠は多様である。そこで，道徳の時間ではより『高い規範意識』の醸成をめざして，
誰しもが持っている「やってはいけないことをすると，なぜかモヤモヤして落ち着かない」と
いう良心とも言うべき感情を目覚めさせたいと考えた。それをこの資料では，心の中で鳴り響
く「キーキー」という音に象徴させた。
主人公の康は自分の行動を合理化して自分自身を納得させようとするが，罪の意識が見え隠

れする。人間の心の弱さや甘さに共感させつつ，どう行動するべきだったのかをしっかりと考
えさせたい。また，たとえ犯罪だという自覚が薄くても，やっていいことと悪いことを判断し
て行動しなければならないことを，中学生には妥協することなく教えたい。そして，自分の弱
さに打ち勝ち，自制心を持ってきまりを守ることは，より誇り高い生き方であることに気づか
せていきたい。
最後の場面は，自転車の持ち主でも一般の大人でもなく，敢えて警察官を登場させた。これ

は，自分も盗まれたことを盾に身勝手な理屈を語り始める主人公（昨今の中学生によく見られ
る傾向とも言えるが）に，法を守らせる側の中立な立場の人間から，客観的な指摘を与えたか

。「 」 ，ったためである 警察官が怖いから法を守る という価値レベルの低い結論も予想されるが
主人公の心を締め付け続けている深い後悔の念はどこから来ているのかを考えさせることで，
目指している『高い規範意識』に結びつけられるものと考えた。
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５ 資料分析図

コンビニで友人
の健と雨宿りをし
ている最中に，自
転車を盗まれる場
面。

コンビニに放置
してあった自転車
を盗む場面。

盗 ん だ 自
転車に何日
か乗り続け
る場面。

警察官の
言葉が刺さ
るように響
く場面。

場

面

友人 健
「この自転車借り
てっちゃえよ 」。

「あとで返せばい
いって 」。

・急がないとまた
雨が降ってきそ
う。

・自分の自転車が
盗まれた。

・警察官に声
をかけられ
るが，健と
２人で強気
になる。

警察官
「自分も同じ
事をしてい
るって気づ
いていたん
だろう？」

把

握

す

べ

き

状

況

悔しさ

怒 り

・鍵をかけなかっ
たことは後悔。

・怒りは完全に盗
んだ相手に向か
う。

・ちくしょう…。

迷 い

罪悪感

・放置自転車でも
勝手に持って行
くのはまずい。

・すぐに返せばい
いや。

キーキーという
金属音が耳障り
でしかたない。

合理化

慣 れ

・そのうち返せば
いいや。

・気が楽になって
しまっていた。

・ すぐに返そうと「
思ったんです 」。

キーキーという
音も気にならな
くなってきた。

後 悔

反 省

・背中が凍り付く
のを感じた。
・警察官の言葉が

。ズシッと響いた

キーキーという
音がふたたび鳴
り響いてきた。

主

人

公

の

心

の

動

き

警察官
に声をか
けられる
場面。

康がこの後自分
の弱さに流されて
いってしまう状況
を把握させる。

いけないことと
は気づきながらも
盗んでしまう康の

。弱さに共感させる

・自分の自転車も
盗まれたから，
悔しくてやって
しまった弱さ。

・友人の手前イヤ
。と言えない弱さ

・返せばいいと思
っていた甘さ。

自分の行動を合
理化し，罪悪感が
薄れていく心情を
捉えさせる。

「悪いこと」と
気づきながらも自
制できなかった弱
さと甘さを痛感す
る気持ちを考えさ
せる。

生
徒
に
気
づ
か
せ
た
い
こ
と

「キーキー」という心の中で響いて
くる音から，康が葛藤している内なる
良心の声の存在を意識させる。

コンビニに置いてあっ
た自転車に乗って帰って
しまった康の気持ちが理
解できるか

康にどんな「心」
があれば，こんな過
ちを犯さずに済んだ
のだろうか。

発

問

なぜ警察官の
言葉が刺さるよ
うに感じられた
のだろうか。
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６ 本時のねらい
人は時として法やきまりを破ってしまう心の弱さを持っていることを理解させた上で，遵法

のために必要な心構えを育てる。

７ 本時の展開

学習活動と主な発問 期待する生徒の反応 指導上の留意点

１ 資料のイメージをつ導
かませる。

入 ○急いでいるのに自転車 ・乗りたくなるかもしれない。
が無くて困っていたと ・誰も見ていなかったら乗るか

５ き，目の前に古い自転 もしれない。
。分 車が放置してあったら？ ・誰も見ていなくても乗らない

「 」２ 資料 錆びた自転車
から考える。

○自転車がないことに気づい ・ちくしょう。 ・悔しい気持ちをそれぞれの

たときの康の気持ちは？ ・なんで俺のが…。 言葉で表現させて，共感を

高めたい。

康の心の中で変化していくものは何かを探っていこう。

（気持ちもわからない側） ・ 物を盗む行為は決して「
・どんな理由であれ盗みをして 許されないことである
はいけないから。 が」と前置きしてから発

（気持ちはわかる側） 問する。
・自分の自転車を盗まれて腹が ・自分のネームカードを張
立っていたから。 ることで授業に参加して

・友人の手前イヤと言えないと いる意識を高めさせる。
思うから。 ・康のおかれた状況を確認

・自分のネームカードを ・泥棒という意識がなく，返せ しながら弱さに共感させ
黒板に貼る。 ばいいと思っていたから。 る。

康の心を表す「キーキー」という音について考えていく。

（帰り道：どんどん大きく…） ・もし置き換えるとどんな言展
○「キーキー」という音が意 ・康の罪の意識。 葉があてはまるかなどを想

味するものは何だろう？ ・やっぱり「やばい」んじゃないか 像させながら，康が葛藤し

という気持ち。 ている内なる良心の声の存

（数日後：気にならなくなる） 在に気づかせる。開
・罪の意識が薄れてきた。

・慣れてきた。

・これは犯罪だったんだ。 ・ 犯罪」だという自覚が３５ 「
分 ・ 悪いこと」だと気づいてい なくても善悪の分別はつ「

たのにやってしまったから。 いていた。自制できなか
・自分の考えが甘かったと思っ った甘さを痛感する康の
たから。 心情を感じ取らせる。

・深く後悔したから。

（ラスト：ふたたび鳴り響く）

○「キーキー」という音が意 ・罪の意識が復活した。

味するものは何だろう？ ・取り返しのつかないことをした

という強い後悔の気持ち。

◎コンビニに置いてあ
った自転車に乗って
帰ってしまった康の
気持ちが理解できる
か。またそれはなぜ
か。

◎なぜ警察官の言葉が
刺さるように感じら
れたのだろうか。
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・たとえ友達に言われても嫌だ ・この資料では康の変容が
と言う勇気。 行動としては明確ではな

・ やばい」と感じていたらや いので，康に足りなかっ「
める強さ。 たものに気づかせながら

・自分に厳しくする心。 「価値を自覚したあるべ
・犯罪に関する知識を持つ。 き姿」を想像させたい。
・そもそも自分の自転車に鍵をかけ

ればよかった。

「 」 ，・捕まるのが怖いから繰り返さない。 ・同じ 繰り返さない でも

○この後，康はまた同じ間違 ・誰も見ていなくても自分自身が その判断理由から価値レベ

いを繰り返すと思うか。ま 許せないから繰り返さない。 ルが高い生徒の言葉を聞か

たそればなぜか。 せたい。

３ 本時で学んだことを
振り返る。終

◎「法やきまり」を守る ・身勝手な考えをやめる。 ・ 心のノート」ｐ．８８「
末 ためには，どのような ・自分の弱さに負けない強い に書く。

心構えが必要なのか。 心を持つ。
・法やきまりについて正しく１０

分 理解する。

（ア：授業者側 イ：生徒）８ 本時の評価
生徒が互いの考えを聞き合い，思いや感じ方を深めらるような展開がなされたか。ア
人間の心の弱さを理解した上で 「法やきまり」を守るためにはどのような心構えが必イ ，

要か気づくことができたか。

９ 板書計画

◎康がどんな心を持っ
ていれば，このよう
な過ちを犯さずに済
んだのだろうか （康。
に足りなかったのは
どんな気持ちだろう
か ）。

錆
び
た
自
転
車
」

「

康
の
心
の
中
で
変
化
し
て
い
く
も
の
は
何
だ
ろ
う

・
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て

も
泥
棒
は
い
け
な
い

・
自
分
も
盗
ま
れ
た

・
友
だ
ち
に
言
わ
れ
た

・
古
く
て
前
か
ら
置
い
て
あ
る

・
す
ぐ
返
せ
ば
い
い
や

康
の
心
で
聞
こ
え
る
音

「
罪
の
意
識
」

耳
障
り
↓
ど
ん
ど
ん
大
き
く
…

気
に
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た

・
気
づ
い
て
い
た

「
同
じ
事
を
し
て
る
っ

の
に
。

て
気
づ
い
て
い
た
ん

・
深
い
後
悔

だ
ろ
う
？
」

ふ
た
た
び
鳴
り
響
い
て
き
た

・
嫌
だ
と
言
う
勇
気
。

・
自
分
に
厳
し
く
す
る
心
。

・

や
ば
い
」
と
気
づ
い
た
ら
や
め
る
強
い
心
。

「

■■
■ ■■
■ ■■

気
持
ち
は

わ
か
る

気
持
ち
も

わ
か
ら
な
い

コンビニにあった自転

車に乗って帰った康

帰
り
道

何
日
か
乗

り
続
け
る

康
に
足
り
な
か
っ
た
心
は
何
だ
ろ
う
か
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山
形
中
二
年
道
徳
資
料

錆
び
た
自
転
車

さ

土
曜
日
は
毎
週
買
っ
て
い
る
雑
誌
の
発

売
日
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
降
っ
て
い

た
。
少
し
で
も
早
く
マ
ン
ガ
の
続
き
が
読
み

た
か
っ
た
康
は
、
歩
い
て
買
い
に
行
く
の
が

や
す
し

も
ど
か
し
か
っ
た
。
家
か
ら
一
番
近
い
コ
ン

ビ
ニ
は
歩
く
と
二
十
分
く
ら
い
だ
が
、
自
転

車
だ
と
五
分
も
か
か
ら
な
い
。

「
こ
の
く
ら
い
の
雨
な
ら
。
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い

ぬ
れ
て
も
い
い
や
。
」

康
は
自
転
車
に
飛
び
乗
っ
た
。

コ
ン
ビ
ニ
に
つ
い
た
ら
仲
の
い
い
健
と
ば

け
ん

っ
た
り
会
っ
た
。
健
も
や
っ
ぱ
り
同
じ
雑
誌

を
買
い
に
来
て
い
た
の
だ
。

「
康
、
ど
う
し
た
の
？

ず
ぶ
ぬ
れ
だ
よ
。
」

家
を
出
た
と
た
ん
、
思
っ
た
よ
り
も
雨

が
強
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

雨
が
少
し
小
降
り
に
な
る
ま
で
、
２
人

は
コ
ン
ビ
ニ
の
店
内
で
待
つ
こ
と
に
し
た
。

夏
休
み
だ
っ
た
の
で
、
健
と
会
う
の
は
久
し

ぶ
り
だ
。
話
が
は
ず
ん
で
し
ま
っ
て
、
思
っ

た
よ
り
も
時
間
が
経
っ
て
い
た
。

「
あ
れ
。
い
つ
の
間
に
か
雨
が
弱
く
な
っ
て

る
。
」

「
ほ
ん
と
だ
。
ね
ぇ
、
今
か
ら
康
ん
ち
行
っ
て

遊
ん
で
い
い
？
」

ま
だ
話
足
り
な
か
っ
た
康
は
、
健
の
提

案
に
す
ぐ
に
の
っ
た
。

ま
た
雨
が
強
く
な
る
前
に
行
か
な
け
れ

ば
。
二
人
は
急
い
で
レ
ジ
を
済
ま
せ
て
外
に

出
た
。

「
あ
れ
。
俺
の
自
転
車
が
な
い
！
」

「
嘘
だ
ろ
？

ど
こ
に
置
い
た
ん
だ
よ
。
」

康
は
自
転
車
に
鍵
を
か
け
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

「
ち
く
し
ょ
う
…
。
」

鍵
を
か
け
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
な

が
ら
も
、
怒
り
は
完
全
に
自
転
車
を
盗
ん

だ
相
手
に
向
か
っ
て
い
た
。

「
お
い
、
こ
の
自
転
車
鍵
か
か
っ
て
な
い
よ
。

借
り
て
っ
ち
ゃ
え
よ
。
」

ふ
と
見
る
と
、
健
が
古
い
自
転
車
を
指

さ
し
て
い
た
。
確
か
に
そ
の
古
い
錆
び
た
自

転
車
は
、
ち
ょ
っ
と
前
か
ら
こ
の
コ
ン
ビ
ニ

に
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

「
店
の
中
に
他
に
お
客
さ
ん
い
な
い
し
、
た

ぶ
ん
こ
れ
誰
か
が
乗
り
捨
て
て
い
っ
た
自
転

車
だ
よ
。
」

「
で
も
、
や
ば
い
っ
て
。
」

「
い
い
じ
ゃ
ん
。
あ
と
で
返
せ
ば
い
い
っ
て
。

雨
降
っ
て
く
る
前
に
早
く
行
こ
う
よ
。
」

す
ぐ
に
返
し
に
く
れ
ば
い
い
や
。
そ
う
思

っ
た
康
は
そ
の
古
い
自
転
車
に
ま
た
が
っ

た
。そ

の
自
転
車
の
サ
ド
ル
は
と
て
も
低
く
、

錆
び
た
ボ
デ
ィ
ー
か
ら
ピ
ン
ク
の
花
柄
が

見
え
た
。
自
分
よ
り
小
さ
い
女
の
人
が
乗

っ
て
い
た
の
か
な
ぁ
。
ど
う
し
て
お
き
ざ
り

に
さ
れ
て
た
ん
だ
ろ
う
。
や
っ
ぱ
り
、
自
分

と
同
じ
よ
う
に
誰
か
に
盗
ま
れ
た
の
か
も

…
。
康
は
自
転
車
を
こ
ぎ
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

油
が
切
れ
た
古
い
自
転
車
の
金
属
音

が
、
キ
ー
キ
ー
と
耳
障
り
で
し
か
た
な
か
っ

み
み

ざ

わ

た
。
そ
し
て
そ
の
音
は
、
気
持
ち
が
悪
く
な
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る
く
ら
い
に
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ

た
。
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
自
分
の
家
ま
で
の
ほ
ん

の
五
分
く
ら
い
は
、
も
の
す
ご
く
遠
く
感

じ
た
。
自
転
車
で
後
ろ
を
走
る
健
が
途
中

で
何
度
か
話
し
か
け
て
き
た
が
、
康
は
適

当
な
返
事
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
後
ろ
を

振
り
返
ら
ず
に
、
康
は
一
気
に
家
ま
で
自

転
車
を
こ
ぎ
続
け
た
。

そ
れ
か
ら
何
日
か
康
は
そ
の
自
転
車
に

乗
っ
て
い
た
。
コ
ン
ビ
ニ
に
返
し
に
行
っ
て
乗

り
捨
て
て
く
る
の
も
、
な
ぜ
か
気
が
引
け

た
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。

「
俺
の
自
転
車
も
戻
っ
て
こ
な
い
し
、
ど
う

せ
こ
れ
は
誰
も
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
。
そ
の
う
ち
返
せ
ば
い
い
や
。
」

そ
う
考
え
る
と
、
少
し
気
が
楽
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
。
キ
ー
キ
ー
と
耳
障
り
だ
っ

た
音
も
、
な
ん
と
な
く
気
に
な
ら
な
く
な

っ
て
き
た
。

「
ち
ょ
っ
と
、
き
み
。
そ
の
自
転
車
見
せ
て
く

れ
る
か
な
？
」

健
と
待
ち
合
わ
せ
し
て
い
た
場
所
に
自

転
車
を
と
め
よ
う
と
し
た
ら
、
背
後
か
ら

男
の
人
の
声
が
し
た
。
警
察
官
だ
っ
た
。

「
え
…
。
こ
れ
は
…
。
」

「
ほ
ら
、
こ
こ
に
防
犯
登
録
番
号
が
つ
い
て

い
る
だ
ろ
う
？

こ
れ
盗
難
届
が
出
て
る

自
転
車
な
ん
だ
よ
。
」

康
は
背
中
が
凍
り
付
い
て
い
く
の
を
感

じ
た
。

「
だ
っ
て
、
康
君
は
自
分
の
自
転
車
盗
ま
れ

た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
も
ど
う
せ
誰
か
が
盗

ん
で
乗
り
捨
て
て
い
っ
た
や
つ
な
ん
で
し

ょ
。
ち
ょ
っ
と
借
り
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
？
」

う
つ
む
い
た
ま
ま
の
康
の
横
か
ら
、
健
が

警
察
官
に
向
か
っ
て
き
っ
ぱ
り
と
言
い
は
な

っ
た
。

「
そ
う
…
。
そ
う
な
ん
で
す
。
す
ぐ
に
返
そ

う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
僕
の
自
転
車
も

戻
っ
て
こ
な
い
ん
で
す
。
」

康
は
少
し
強
気
に
な
っ
て
そ
う
言
っ
た
。

す
る
と
警
察
官
は
静
か
に
言
っ
た
。

「
そ
う
か
。
そ
れ
は
気
の
毒
だ
っ
た
ね
。
で

も
、
自
分
も
同
じ
事
を
し
て
い
る
っ
て
気
づ

い
て
い
た
ん
だ
ろ
う
？
」

警
察
官
の
口
調
は
穏
や
か
だ
っ
た
が
、

康
に
は
鋭
く
刺
さ
る
よ
う
に
ズ
シ
ッ
と
響

い
た
。
ふ
た
た
び
あ
の
キ
ー
キ
ー
と
い
う

金
属
音
が
、
頭
の
中
で
な
ぜ
か
鳴
り
響
い

て
き
た
。


